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　９月11から18日の町議会９月定例会において、町の平成18年度決算が認定されました。

　みなさんから納めていただいた税金や国からの地方交付税などの収入がどれぐらいで、それらがどのような

事業に支出されたのか、《町の家計簿》ともいえる一般会計の決算概要についてお知らせします。

　一般会計では、歳入歳出差引きで約８千万円の黒字決算となりました。

ＳＵＩ～と・かねやまプロジェクトの金
山暮らし体験住宅に改修された公舎。

《特別会計への繰出金の状況》

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

路線バス事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

6,128万円

6,129万円

7,162万円

762万円

4,800万円

7,318万円

主な使途

《企業会計等への補助金等の状況》

用語ひとくちメモ～歳出編～用語ひとくちメモ～歳出編～用語ひとくちメモ～歳出編～用語ひとくちメモ～歳入編～用語ひとくちメモ～歳入編～用語ひとくちメモ～歳入編～

◆人 件 費…議員・消防団等の報酬、町長、職員の給与

◆扶 助 費…児童手当、老人保護措置費、障害者支援等、

　　　　　　法令に基づき支給されるもの

◆公 債 費…町の借金（町債）の返済に要する経費

◆普通建設事業費…道路や施設の建設費や大規模な修繕費

◆物 件 費…賃金、旅費、委託料、消耗品等
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清い心の町フォーラムで、未来を担う中
高生が積極的な議論を展開。

景観形成助成金の申請住宅の現地確認の
模様。

◆補助費等…公益上必要な場合に支出する負担金や補助金

◆貸 付 金…貸付金制度などによる事業資金融資

　　　　　　（年度内に返済されるものです。）

◆積 立 金…計画的な財政運営を図るための積立

◆繰 出 金…他会計間の事業資金に充てる経費

◆そ の 他…病院等への出資金、維持補修、災害復旧に

　　　　　　充てる経費

事業区分 繰出金

法令等による一般
会計の負担金等

一般会計で負担す
べき運営資金外

水道事業

町立病院事業

7,870万円

2億1,849万円

主な使途事業区分 補助・負担金等

水道料金の抑制

運営費補助金外

最上広域事務組合 2億2,226万円
消防やごみ処理場
など、各市町村が
分担すべき経費

◆町 　 税…町民の皆さんが納めた税金

◆繰 越 金…前年度から今年度へ持ち越した金額

◆繰 入 金…特定の事業資金や財源不足を補うために基金

　　　　　　を取り崩した金額

◆使用料及び手数料…町の財産や施設の使用料及び各種証

　　　　　　　　　　明書の発行手数料収入

◆諸 収 入…集団検診料金の自己負担分など他の区分に

　　　　　　あてはまらない収入

◆町 　 債…建設事業などの資金や財源補てんへの借入金

◆そ の 他…国や県からの諸交付金や寄付金など

◆地方交付税…国税のうち所得税などが

　　　　　　　法律に基づき交付されたもの

◆地方譲与税…国税のうち地方道路税と自動車重量税が

　　　　　　　法律に基づき交付されたもの

◆国庫・県支出金…国や県より、特定の事業に対して資金

　　　　　　　　　の一部が交付された補助金など

収入不足の補てん

繰越金
7,368万円
（構2.2％：比▲35.7％）

地方交付税
18億9,473万円

（構56.2％：比▲1.2％）

地方交付税
18億9,473万円

（構56.2％：比▲1.2％）

町　債
2億1,640万円

（構6.4％：比▲1.0％）

町　税
3億9,135万円
（構11.6％：比▲0.9％）

県支出金
1億2,288万円

（構3.6％：比▲19.8％）

国庫支出金
8,111万円

（構2.4％：比▲15.9％）

諸交付金外
1億2,581万円

（構3.8％：比▲11.9％）

繰入金
1億6,797万円
（構5.0％：比＋13.6％）

使用料及び手数料
4,138万円
（構1.2％：比▲6.8％）

諸収入
1億5,835万円
（構4.7％：比▲0.5％）

地方譲与税
9,882万円
（構2.9％：比＋11.1％）

歳　入
33億7,248万円

（前年比：▲3.1％）

扶助費
1億4,102万円
（構4.3％：比▲2.8％）

繰出金
3億2,325円

（構9.8％：比＋6.8％）
その他
9,194万円
（構2.8％：比▲4.2％）

人件費
7億8,078万円
（構23.7％：比▲2.9％）

人件費
7億8,078万円
（構23.7％：比▲2.9％）

貸付金
1億1,000万円

（構3.3％：比＋2.8％）

積立金
1億161万円

（構3.1％：比＋1.3％）

補助費
6億3,314万円

（構19.2％：比▲0.5％）

普通建設事業費
1億7,295万円
（構5.3％：比▲13.0％）注：（　）内の「構」は構成比、「比」は前年比を示します。

物件費
3億9,363万円

（構12.0％：比▲11.1％）

公債金
5億4,401万円
（構16.5％：比▲4.9％）

物件費
3億9,363万円

（構12.0％：比▲11.1％）

公債金
5億4,401万円
（構16.5％：比▲4.9％）

町　税

支　出

５６，６５２円

４７６，５９７円

町

　町税の場合、町民１人当り、56,652円の
税金を納めていただきました。
（17年度の55,962円より690円の増となりまし
たが、町税総額では約352万円減っています。）

　人件費、公債費を含めて、町民１人当りに対
し、476,597円使用されたことになります。
（17年度の482,622円より▲6,025円減少しています。）

　平成19年３月末時点での貯金は、町民１人当たりにすると63,971円。（17年度は71,426円で7,455円減少しまし

た。）また、借金は一人当たり599,139円あります。（17年度は619,708円で▲20,569円減少しました。）

平成18年度の１人当たりの元利償還額は78,751円ですが、そのうちの約半分（48.9％）は地方交付税で補てん

されています。


